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【地域医療推進室】 

地域医療推進室では、自院の医療資源を余すことなく利用できるよう、地域の「医療機関」「高齢

者施設」の皆様に、当院と一般病院（2 次救命標榜病院）の医療機能の違い（表 1）を発信しています。 

同時に、渉外活動を通じてお聞きした地域のご意見やご要望に、お応えできるよう院内に働きかけ

ています。 

 

 

 

 

【地域医療連携室】 

 地域医療連携室では、社会福祉士や精神保健福祉士の資格を持つ相談員と事務職員で構成されて

います。主な役割は、地域の医療機関や施設などから外来受診の相談や入院相談の窓口となり、調整

することです。また、療養中の患者さまの社会的、心理的な問題のサポートや退院調整などの業務を

行っています。今後も、様々な地域の機関との連携を通し、患者さまやご家族さまをサポートしてい

きたいと考えています。 

 

 

 

 

【入退院支援室】 

入退院支援室では、入院前からご家族さまと面談を行い安心して入院できるよう、院内の多職種

と連携を図っています。また、入院前からの情報を大切に、継続したケアが行えるよう支援してい

ます。 

患者さま・ご家族さまに寄り添い、それぞれの想いに沿った入院および退院支援を行っていきた 

いと考えています。 

 

地域医療連携センターには、28 名が在籍しており、地域医療推進室、地域医療連携室、入退院支

援室の３つの部門に分かれて、日々の業務を行っています。 

病院の窓口である地域医療連携センターは、それぞれの部門・職種に応じて業務を行い、地域から

「選ばれる病院」「必要とされる病院」になるべく、ご依頼いただいた入院依頼に迅速に対応し、治

療を終了してから退院されるまでの流れを円滑に進めていけるよう日々活動しています。 

 

※「ＳＷ＝ソーシャルワーカー」 

 



一般病院

（2次救命標榜病院)
藍野病院

・呼吸、循環機能に重篤な障害

・急性冠症候群（心臓発作、心筋梗塞、不安定狭心症）

・虚血性脳卒中・出血性脳卒中     etc

〇 ×

夜間帯（17時以降）の受診・入院対応 〇 △

救急病院では入院適応とならない

軽度な身体治療（点滴や短期入院等）が必要そうな方
× 〇

一般病院からの退院後、在宅療養、施設療養への

移行までに、もうしばらく治療や療養が必要な方
× 〇

レスパイト入院 × 〇

認知症の周辺症状（BPSD）等で施設内での対応が

難しい方。（認知症治療が目的の方）
× 〇

認知症、精神疾患を有していて

身体治療やリハビリが一般病院で難しい方
× 〇

表1. 一般病院と藍野病院の医療機能の違い

  

 

 

 

 

 

 

糖尿病教室お花見会 

令和 6 年 4 月 4 日（木）藍野病院にて糖尿

病教室お花見会を実施しました。 

美味しいお抹茶と低糖質のおやつを食べ、

糖尿病専門医吉田麻美副院長のお話を聞き談

笑しました。 

楽しい時間はあっという間に過ぎ、今年も

お花見会が終わりました。 

多数の方にご参加いただきありがとうござ

いました。 
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 令和 5年度 はつらつ長寿講座 

認知症啓発イベントを重ね地域の方々は「認知症の予防」に

関心があることがわかりました。 

そのニーズに応えるため「地域の皆様の認知症に関する知識

の向上」及び「情報交換する場の提供」を目的として「はつら

つ長寿講座」の実施を企画しました。 

 今回は、「高齢者のフレイル予防」をテーマに認知症看護認定看

護師の講演と茨木市各地区の保健福祉センターの職員による生活

支援の講話、茨木市認知症地域支援推進員による啓発活動の案内

を行いました。参加者からは「フレイルについて具体的な説明が

あり、とてもわかりやすかった」という意見が多数寄せられてい

ました。         

今後も、「高齢者のはつらつ長寿」をサポートする活動を続けて

いきたいと思います。 

 

認知症看護認定看護師    茨木市認知症地域支援推進員  

菅沼美佐子           髙橋敏夫 

       

 

開催日 

令和 6年 2月 10日（土）茨木市おにクル 

令和 6年 3月 22日（金）茨木市南保健福祉センター 

令和 6年 3月 29日（金）西河原多世代交流センター 

 

 


